












保護者アンケート結果の考察（太陽こども園） 

1. 全体傾向 

今回のアンケートでは、多くの項目で「そう思う」「ややそう思う」が 7〜8 割を占め、園

の保育・安全管理・職員の姿勢に対して高い評価が寄せられている。 特に、子ども

の園生活の充実度、基本的生活習慣の習得、職員の関わりに関する項目は肯定的

回答が多く、保護者からの信頼が厚いことが分かる。 

一方で、安全対策・危機管理・行事運営の変更点・キャッシュレス導入など、園の運

営面に関する項目では「分からない」「あまり思わない」が一定数見られ、情報共有や

説明の仕方に改善の余地があることが示唆される。 

2. 園の強みとして表れた点 

（1）子どもの園生活の充実 

Q7「園生活を楽しんでいるか」では 

そう思う 62 名、ややそう思う 33 名 と、ほぼ全員が肯定的。 

子どもが安心して過ごせていることが、保護者の大きな安心につながっている。 

（2）基本的生活習慣・遊び・発達に応じた活動 

Q8〜Q10 では、 

「そう思う」「ややそう思う」が約 9 割 と非常に高い評価。 

 生活習慣の習得 

 遊びの環境設定 

 自由な発想を大切にした活動 

これらがバランスよく実践されていることが伝わる。 

 



（3）給食・おやつの工夫 

Q11 では 

そう思う 64 名、ややそう思う 26 名 と、食育面の満足度が高い。 

献立の工夫や食事の楽しさが家庭にも伝わっている。 

（4）職員の基本行動・人権配慮 

Q12・Q13 では 

肯定的回答が 8 割以上 と、職員の姿勢が高く評価されている。 

挨拶・言葉遣い・子どもへの丁寧な関わりが、園の信頼につながっている。 

（5）ICT（バスキャッチ）の導入効果 

Q6 では 

そう思う 63 名、ややそう思う 28 名 と、非常に高い評価。 

アンケート機能の導入が、保護者の利便性向上に寄与している。 

（6）行事運営の改善（駐車場開放） 

Q17 では 

そう思う 58 名、ややそう思う 20 名 と、行事のスムーズな運営が評価されている。 

駐車場の開放は保護者の負担軽減につながったと考えられる。 

3. 課題として見える点 

（1）安全対策・危機管理の説明不足 

Q1・Q2 では肯定的回答が多いものの、 



「あまり思わない」「思わない」「分からない」が 20 名以上 と、他項目より不安が見ら

れる。 

安全対策は実施していても、保護者に伝わりにくい可能性がある。 

（2）お知らせ配信の分かりやすさ 

Q3 では 

「あまり思わない」「思わない」「分からない」が 11 名 と、一定数の課題感がある。 

 情報量が多い 

 期限が短い 

 アプリと紙の使い分けが分かりにくい などが背景にあると推測される。 

（3）行事前の遅番保育の変更（1 階→2 階） 

Q16 では 

「分からない」が 38 名と最多 と、判断の根拠が伝わりきっていない。 

安全上の理由は正しいが、保護者への説明が不足していた可能性がある。 

（4）キャッシュレス決済への賛否が分かれる 

Q18 では 

肯定的（そう思う＋ややそう思う）65 名 否定的（あまり思わない＋思わない）24 名 

分からない 9 名 

と、他項目に比べて意見が割れている。 

 利便性を感じる家庭 

 現金の方が安心な家庭 

 仕組みが分からない家庭 

など、背景が多様であることが読み取れる。 

 



4. 総合的な考察 

太陽こども園の保護者アンケートは、 子どもの生活・遊び・発達・職員の姿勢・食育・

ICT 活用など、保育の中心となる部分で非常に高い評価が得られている。 

一方で、 安全対策・情報伝達・行事運営の変更点・キャッシュレス導入など、運営面

の説明や共有に課題が見られる。 

これは、園の取り組み自体に問題があるというより、 「実施していることが十分に伝

わっていない」 というコミュニケーション上の課題が中心と考えられる。 

5.まとめ 

今回のアンケートは、太陽こども園が 子ども主体の保育・安全な生活環境・職員の

丁寧な関わり・ICT 活用 といった面で高い評価を得ていることを示す結果となった。 

同時に、 安全対策や運営上の変更点、キャッシュレス導入など、保護者への説明の

仕方に改善の余地がある ことも明らかになった。 

これらの課題に丁寧に取り組むことで、保護者との信頼関係はさらに強まり、園全体

の運営の質も向上すると考えられる。 

 


